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東な都を立區本木巧ーノ——ニセ 


クサダモ のの巧巧 Agdena limbata Thorell の卯赛は御ホ知のように#角形で 
厚く出來てねて雨も雪どけ水も透りません0これを引きむしろうとするのにが、 
なぞは额をホくして引狼らなければならない程です0この装をか弱いを蜘诛が 
どうして破り出るのでしようか。屍蟲が自分の酷を破り W るのにもんな樣式を 
もつてわます。噪蟲類.鳥類の卯殼破壌，さては哺乳類の胎盤脫化，たんな樣 
式•のあることは誰でも知つてゐます。自ら殻を食ひ破る動物には口器に特殊の 
裝留を持つてねるのがあります0それは一旦殼を破り化た後にはす用器をとな 
つて剌落するのです。鱗し食ひ破り直後に落ちてしまうのではありません。ク 
サグモに斯うした器官が有るか否かをおは知りません.。其〇—時的の器宫を持 
つてゐる閒は何回でも殼を破ることが姐來るものでしようか。或は■-回の食ひ 
破りで其の本能は消滅してしまうのでしよう力\3先年ニヮトリに就いて試験し 
たことがあります。卯から解つた雛を义卵殼の中に入れてしまふのでず0卯嘴 
はおだ落ちないのに二度破り出ることは出がません。破殼には非常な勢力が必 
嬰なのですから二度繰り返ずことは力な上なのでしよう0で破殼〇疲勞が十み 
恢復した雛を巧び毅に入れてやつても，破り出ようとする行動に出ないのでし 
た。ウズラも同じです0クサグモのが供は卵襄を食ひ破つて出るのでず0中に 
は脚十搜ばかりのか供がねるのですが，皆が食ひ破る本能をもつてねるのでし 
ようか。 をうだとずれば袋に多:数の义が閒いてねなければなりまかん J おれば 
い、，それで固的が達ずるのだ，穴を見がけたらおればよいのだ，と見麵つて 
ゐるのだとずれぱ永久に泣 i 口が閒けない譯です 0 然し出まず 0 义から义は^つ 
です。多數のが供の中には榮變すをや發育不全のものもゐるでしよう。然し野 
生の動物は飼養動物化どの潑脊塞が普通には無いのです。すると穴-^つしかな 
いのはか]故でしよう。一戰击が全貸を代表して食ひ破るのか，鑛を引き當てた 
ものが不精す精に破るのか，これは面ない問題と考へられます。中が見えない 
のですから快い苦勞も必嬰となります0更に一回貪ひ破つた仔供は二度巧じこ 
とを繰り返さぬものでしようか0これも知りたいことです。然しこれは大した 
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苦勞せずに觀をお來まず。第-^巧に袋から化をクモかが食ひ破ったものだとは 
限りません0夕みをうだと思はれますが，をうでないのかも知れません。で第 
と番目位までの中には曠んだクモがねると豫想します〇 JI 国々にわ座を摘まへて 
再度をに入れ口を巧めでみれぱい、。でず。がでもないことです。帷にがでも 
ないことです。卯襄を贵四 IB 机山に還き，をの袋をが覇用意します。が因何時 
巧かに出るとは化おしてはむません0何でもないことでず。何時でもござんな 


れと何日閒も脫んでをれぱい、譯です0祕;になんでもないことです0 

このクをの 若い9き代にはとても敏姥でず。をれにす旨でつまんだりピンセツト 
で挟んだりすることは止めなければなりません。何か傷害を輿へないとは殿り 
ませ•んから。不具になつた〇や貧傷したものを試驗したのでは何にもなりませ 


ん〇何でもないことでず0手や豁みを觸れなければよいのでず0即ち第二み田を 
卯蒙の穴を幾み大き < しすぐ塞げるようにして待っ。っごす0をして W て來た 
ものは自然に袋に入る，ずると义を塞ぐ〇です0神經をとがらし目をホらし指 
を素早 <慟かしげをかく位のことは何でもありません。このようにして第二み 
の袋に入れられたクをは皆曾みで食ひ破ってがで巧きまず。然しこれでは曾か 
々々に破る能力を持っでねる〇だとは證明されを繁ですが，第ーホの卵蔡を破 
ったク疋はセ巧の中にわないのかも知れないのです0與る時の素振!）なぞから 
して多分をうだらうと思ふに過ぎないのでず0をうでないとの證據はないので 
す0こんなことは何でもないのです0ホだ义を閒けられない卵囊を私が切り破 
り皆を出して，次の袋に一巧づっ入れるのです0こうすれば確です〇何でもな 
いことでず0大抵の仔供は四問をはをひ皴りまず0紙む袋にも同じような巧を 
開けて出で巧きます。でも薄い絹の袋を破るものは一匹もむませんでした。 

こむ後にも澤姐の p 。 う迦が控えでむるむです。私は例によって巧牢でも機貪を 
待っことにしまず。 

マヨ ウセ絲 クサ グモは マヨヮセ絲 を張ります 0 店網な勿論ぞ廚ですが， マヨ 
ヮぉ絲 は織に張られてむるのですから獵場の面積が非常に大きくなるのです 0 
長いのになると二米な。も冕られます0又短いのは四圍の條件がをうさかた場 
合，化み たいになってゐるのもあります0これでは マ ヨブセの用が達せられる 
とは思はれません0此處に疑問が湧いて來ます0 •この絲は獲物をひっかける 
爲に作るものか？"動物り行動に，が々の爲め'を想をずることは注意しなけ 
れは•を！）ません0民蟲はタモの絲が見えないりでずぶと云はれてねますがホニ 
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グ巧の網の近 < に來てよけて飛ぶ蟲も見られます〇)ですから蟲がこの ヨブ七 
絲の中に入り込むのです。林立してねる絲に奕き當っては避けるのでずがど 
っちに巧っても义突證當るのでまごまごしてたるうちにクモが欄えてしまふの 
です0然しこの絲の振動に對しては網のホは割合に鈍感です0店網とは比較に 
なりません。この邊のことは正確な?腿なが必要です。穗々の雜をを持ってなる 
人に测おしていただきをいもに•です 0 

このクモがマヨヮセ絲に登って巧って筵物をとらへるのは私は見たことがあ 
りません。店網近< に落ちて來たのを捉えるのですから，罐が木登りして働く 
。に不適當なのかも知れません。それで感じてゐても行動を初めないのではな 
いかとも考へられないことはない譯でず 0 更にこのクモはマヨヮ七絲を張らな 
ければならぬ宿命を持ってねるの力>，とぶふとをうでもないのです。まえる高 
い物の無い蝶'をは作らんでねます。痕跡もありません。此處から夕數〇疑間， 
閱題がおて來るのです〇マヨヮセ絲を張る時の動き方にも興味があります0 
ユ— レ— ダ モの戲 術ユーレーグモは「獨特な自己防禦の手段をもってゐる。 
即ち敵の攻擊を受けを除哉はただ敵が近づいただけでも，脚をを部-^おにし 
て巢の中と、にぶら下り，獨樂が回轉するやうな速度で身體を回轉させ、るので， 
それは巢の上でまるで幾のやうに見えるだけで，敵に攻擊すべき箇所を與へな 
いこ」（转田譯）と W •打. Hudso 。 が書いてねます 0 を〇クモは何種か判りま 
せんが，日ずにざらにねる，イウレイグモ Pholcus crypiicolens Boeseuber ^ et 
Stnrnd も同じようにブンブン迴りをやります 0 然しこれが翰晦戰術だとは速 
節出がません。第一に敵を見る視力があるのか，敵を剌斷する智龍がちるのか， 
これが問题なのです。人閒の指ををんな速度で動かし嚇してみてもクモはびく 
ともしません。ところが或る程度の强さをジ、て網にふれた場合は.をれが何で 
あらうと，風の場含でも獨樂迦りをおめます〇(度重ねれば段々技應しな < なる 
のは當然です〇 ) 义ガラス器に飼養してねるものを.敵らしいものなぞがして 
見せずを體を動かしてもブンブン迴りをがめまず i ですから擬人的に考へない 
で或る程度の刺激に反應する習性と見たモがよいと思ひまず。 

ハへトリクモ の觸肢 こ〇 ハ〜 トリクホ Menenienis eonjmus Boeseaberg et 
Strand は普通に見るクモです。彼が獲物を狙ふ時觸政を頻り " K 動かします 0 
これには何か効果があるのではなからうか， と--應考へで も態くはない答です0 
へビが赤いををぺ0ぺ P おすのは巧手に催眠術的劾果を與へると考へる人も あ 
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ります。私もをう考へてゐます。 ハへトリ クモは拍手を打っように單棘に觸肢 
を動かすのでな く 「夕ー スヶ タマへ テンリホ^ノミコト」 とやる瞭.拍つた手 
をすぐ閒かず一旦下ホに降すよろに動かすのです〇このようにして早くやると 
奧巧がおがて見えるものです0吸ひをまれるように感ずるものです0ですから 
これは獲物に對する一っの術と考へた< なります。然しよく見てねると獲物に 
對して""*番催眠;術的効果の必嬰と思はれる時にはビタリと止めてしまひます。 
です為立らこれはクモの術でないことが判りまず。へビも巧じで，自みのまに催 
眠術的効果があるなんて考へてねないのです0 

シロガネイソ—口ーダモ寄生生活は穗々の器官を退化さすと云はれ义興の地 
の理由で寄をを罪惡視する風がありまず 0 人閒同志の場合には其の倫理が麵用 
するのですが，•働物を體に推し猿めるのは論理的に旣に間違ってねます。退化 
進化を人閒的が度をがて簡單にきめられない場合が多いのです0退化と見えで 
も其〇環境にあつては進化であることが寧ろ多いのです。シ。ガネイソーロー 
グモ Argyrodes bonades Karsch は眞に美しいクモです 0 夕立が晴れて太陽が 
照りおした時，お，八西〇このクモが群つてゐるのを見る〇は本當に幸福です。 
その卯囊を見ましよう。美術的な形，堅牢な構遇.巧部のを理的な設備など多 
±齊々のクモ界に於ても餘り,數を見ない璋のものです。居候して網を張る勞力 
から 解放 されを時閒と精力をこのち面やイヒ粧に用ひるのでしようか〇美をホめ 
るのは餘裕が出來たからだとちはれます〇(現:在の人間には餘裕が無いから美を 
ホめるのだとをったホがよい。）このクモが餘裕がおがたから美をホめるのだ 
とすれば纔顏的な美でなければならぬ當です0其り S 角帽のような據宵部はど 
んな用がをるのかおは知りません〇生れ出を時もこのように美しいのホず〇假 
に邊顏的だとしましよう。然しをの卵囊は狄して柴退的のものとは思はれませ 
ん。人閒の寶澤著侈は消劈面に初まり生產面にをぶのが通則です〇’この通則は 
シロボネの磯粉によつて裝はれをイソ^口一.グモにも適用されてゆくのでしよ 
うか0 

ハナダモの網 ハナグモ Mimmena tricnspidata Fi 舶 * icius は 網を 張らぬもの 
が装を守ってねる時は食物をとらぬものと信じられて.ねるようです Q これに就 
いておは二巧ばかり蚊にせめられながら徹をして見てゐたことがあります。眞 
夜中になると卯装を離れ步きおずのでした。十センチをらずの所から二本の絲 
を則き，が義の傍で見張りをします。蚊よりも小さな蟲がをれに觸れた瞭素 
巧. < おで巧つで锅えで裳ふのでした。これは網と云つてもよいと思ひます0 



